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1．地域産品の積極的な活用を通じて地域活性化に貢献する

当社はお土産品の販売・卸売りなどの観光事業を本業としており、地域産品の積極的な活用を通じて地域を知って頂き、

観光振興や地域産品の消費拡大などによる地域活性化に貢献いたします。

また販売店様などと協力し、地域産品の消費拡大につながる魅力的な商品開発に努めてまいります。

＜主な取組＞

■地元産の原料（和歌山：みかん・桃・柿など、奈良：苺・大和茶・牛乳など）にこだわった商品開発

■高野野菜など地域の魅力ある食材の商品化による地域産品の知名度向上への貢献

■販売店との積極的な協業（共同商品開発や企画提案など）

２．食品ロスの削減に積極的に取り組む

食品製造・卸売り事業者として、地域および自社の食品ロスの削減に向けて積極的に取り組んでまいります。

＜主な取組＞

■農家において捨てられてしまう野菜や青果などの未利用品の商品化により、地域の食品ロスの削減を図る

■自社や販売店様における商品の廃棄ロス削減に向けて、販促品への切り替えなどの工夫により廃棄削減に取り組む

３．従業員が働きやすい職場の実現

従業員と家族の物心両面の幸福の実現を経営理念の一つとして掲げており、従業員が働きやすい職場環境の実現を

目指すとともに、従業員の能力向上を積極的に取り組んでおります。

また、働き方改革にも取り組み、生産性向上とワークライフバランスの実現を目指します。

＜主な取組＞

■高齢者雇用や出産・育児・介護休暇の充実など福利厚生の充実や多様な働き方に向けた取組

■新入社員研修や社外研修・セミナーへの参加推奨

■WEB会議システム導入など、効率的な働き方に向けた制度や仕組みの導入

４．地域社会への貢献

企業の社会的責任を重視し、地域に根ざした企業として、地域貢献活動や地域の人材の雇用などを通じ、

皆様に必要とされる会社を目指します。

＜主な取組＞

■橋本市の子ども食堂への寄付（サンプル品の無償提供など）

■地域行事への従業員の参加や地域団体への寄付や協賛の実施

■地元人材の積極的な雇用

ＳＤＧｓとは…

Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略。

持続可能な社会をつくるために、世界が抱える問題を17の目標と169の

ターゲットに整理したもの（2015年9月に国連で採択）。2030年までに

政府、企業、地域社会のあらゆる人がSDGsを実現するための役割を担

っている。

　　    株式会社オカザキ紀芳庵 ＳＤＧｓ宣言

当社は国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」に賛同し、

積極的な取り組みを通じて持続可能な社会、地域活性化の実現に貢献してまいります。

当社のＳＤＧｓへの貢献


